
◆NETIS登録番号は応募時点

1 KT-180106 - A 鋼板欠損探査装置
横波超音波(SH波)を用いて鋼板の表裏面の腐食やき
ず等の欠損を探査する装置 技術概要 1 発表資料 3

2 QS-210009 - A
中圧噴射機械攪拌工法(MITS
工法CMS-ICTシステム)

ICT対応高機能バックホウタイプ地盤改良機を用いた
中圧噴射攪拌による変位低減型地盤改良工法 技術概要 10 発表資料 12

3 QS-210060 - A
高耐久材料を用いた薄型・軽量
な歩道床版「ESCON歩道床版」

ESCON製歩道用プレキャストRC床版 技術概要 20 発表資料 22

4 KT-210092 - A
デジタルカメラ三次元計測シス
テムPIXXIS2

CADと連携する土木・鋼構造向け高精度三次元デジ
タルカメラ計測システム 技術概要 30 発表資料 32

5 QS-200056 - A
水中ポンプ自動制御ユニット
(オートポンプユニット)

水中ポンプに取り付けることにより水位による運転ｰ
停止の自動制御が可能となるユニット 技術概要 51 発表資料 53

6 HK-220001 - A CSドレーン工法
プラスチックボードドレーン工法のドレーン材地中残置
深度の管理手法 技術概要 61 発表資料 63

7 CG-210016 - A
耐震耐風目隠し通風フェンス（カ
クスルー）

耐震耐風設計を施しJIS準拠荷重試験及び衝撃試験
に合格した、防犯・プライバシー保護及び立入防止目
的で設置する全方向100％目隠し通風アルミフェン
ス。

技術概要 74 発表資料 76

8 KT-200003 - A 円形鋼管切梁「Circular Strut」
X(強軸)-Y(弱軸)方向に関わらず断面性能が一定の
円形鋼管を用いた切梁 技術概要 82 発表資料 84

9 KT-210038 - A
ハイパーボラード（耐衝撃性車
止めポール）

抵抗本数1本で一定の耐衝撃性能を有するボラード 技術概要 94 発表資料 96

10 KT-210104 - A
ワイヤロープ式防護柵用支柱カ
バー

ワイヤロープ式防護柵支柱に二分割で容易に取付け
できる視認性向上着色高輝度支柱カバー 技術概要 106 発表資料 108

11 TH-160010 - VR 吸水性泥土改質材 「ワトル」 改質材の吸水効果による泥土の即時改良 技術概要 118 発表資料 120

12 KT-130010 - VE
フル・ファンクション・ペーブ
(FFP)

防水機能や凍結抑制機能を併せ持つ多機能型排水
性舗装 技術概要 129 発表資料 131

13 KT-200075 - A ハイドロスタッフ工法 プラスチック製雨水地下貯留浸透工法 技術概要 145 発表資料 147

14 KK-220014 - A STEP-IT工法
先端スクリューを用いた軟弱地盤処理工における静
的締固め工法 技術概要 155 発表資料 157

15 KT-220032 - A
後付衝突警報及び車線逸脱警
報装置「モービルアイ」

建設機械車両の後付衝突警報及び車線逸脱警報装
置 技術概要 165 発表資料 167

16 KK-220028 - A フラットバー付敷鉄板
斜面対応の段差付敷鉄板で、経済性・施工性の向
上、工程短縮及び産業廃棄物の削減に繋がる。 技術概要 175 発表資料 177

17 QS-200063 - A
枯れにくく走行・歩行しやすい芝
生舗装「ハニカムグリーン」

車や人の荷重を分散させて芝生を守る保護材と保水
性や透水性に優れる多孔質礫質土壌を使った路面緑
化技術

技術概要 183 発表資料 185

18 CB-120037 - VE 水圧四面梁
矢板設計の開削工事で使用する土留機材で、腹起材
が伸縮する事により、妻方向、桁方向同時に腹起材と
切梁材を設置する事が出来る。

技術概要 192 発表資料 194
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メーカー
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設置事例

秋田県内 北海道内

青森県内 北海道内

広島県内 鹿児島県内

KDL-140

スマート
シャインシート

ヴィカバー

ヴィカバー

ヴィカバー

KD-100

KD-100

KDL-40

KD-100
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担当部署 九州支店営業部

担当者 小野　宏

NETIS登録番号 ＫＴ－１３００１０－ＶＥ 電話番号 092-714-6501

会社名等 株式会社ガイアート MAIL hrono@gaeart.com

技術の概要

３．技術の効果

・排水性機能と防水性機能の２つの機能を併せ持っているため、舗装体内に雨水等が浸透せず、排水
性舗装に比べて舗装体内からの破壊の懸念が少なくなります。
・高性能改質アスファルトの使用により、耐流動性と骨材飛散抵抗性に優れています。
・下部防水性機能により凍結防止剤の流出が少なく、凍結抑制機能の持続性が高くなります。
・路面を粗面（縦溝粗面）に仕上げることで、ブラックアイスバーンの解消が図れます。
・縦溝粗面により横滑りに対する抵抗性が向上し、スリップ事故抑制効果が期待できます。

４．技術の適用範囲

・寒冷地域の冬季路面対策が必要な幹線道路
・坂道や曲線部、トンネル出入り口などすべり抵抗が求められる道路
・寒冷地域の排水性舗装の代替
・排水性舗装路線の交差点部
・橋面舗装の表層

２．技術の内容

５．活用実績（2022年3月31日現在）

国の機関 　102件　（九州　22件　、九州以外　　80件　）
自治体　 　 243件　（九州　  8件　、九州以外　 235件　）
民　 間　　  　68件　（九州　　2件　、九州以外　　66件　）

排水性舗装は、安全性に優れた舗装として普及していますが、長期間使用されていく中で、タイヤのねじ
り等による骨材の飛散や空隙詰まりが生じて排水性機能が低下したり、排水性舗装体内から下層へ水
分が浸透していくために、表・基層界面からはく離が生じ、急速に脆弱化します。このため修繕工事では
二層以上の打換えが必要となります。また寒冷地においては、舗装体内に残った水分が夜間に氷結す
ることにより膨張し、舗装体内から破壊する等の不具合も顕在化しています。　このような排水性舗装の
問題点を改善するため、フル・ファンクション・ペーブが開発されました。

フル・ファンクション・ペーブは、混合物一層で表面付近は排水性機能，下部はＳＭＡ(砕石マスチック舗
装）の防水性機能を併せ持つ、次世代型の多機能型舗装工法です。この工法はメカニズムを改良したア
スファルトフィニッシャを用いた施工によって、路面のキメ深さを確保できる縦溝粗面に仕上がり、この縦
溝粗面と表面付近の空隙に凍結防止剤が簡単に流出せずに留まることで、塩分残存率の高い粗面系
の凍結抑制舗装となります。さらに、路面のすべり抵抗性も優れています。また当社独自の高性能改質
アスファルトを使用することにより、高い耐流動性と骨材の飛散抵抗性が得られ、排水性舗装の弱点を
大幅に改善できる舗装工法です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要

技術名称 フル・ファンクション・ペーブ(FFP)
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６．写真・図・表
　　フル・ファンクション・ペーブの構造と機能イメージ

                     シニックスクリードによる敷均し状況

　　　     仕上がり路面の例 (福岡都市高速）

事故対策効果（福岡都市高速）

縦溝4cm間隔

防水性機能

基層

排水 1cm程度
排水性機能

4
cm

～
5
cm

排水性効果 凍結抑制効果

ＦＦＰ 密粒ギャップ

大分県九重町

37件

施工前１年
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担当部署 ソリューション部　技術営業チーム

担当者 忌部・唐澤

NETIS登録番号 KT-200075-A 電話番号 03-6281-5943

会社名等 城東リプロン株式会社 MAIL karasawa.k@lyprone.com

技術の概要

　都市化に伴い、自然地が建物や道路の舗装に覆われ、雨水の地下浸透能力の低下が顕在化し、

道路冠水や施設浸水の原因になっています。そのため、新規開発地域では雨水流出対策を取ること

が多くなってきております。プラスチック製の水槽は、従来のコンクリート製に比べて、空隙率や

施工性など多くの面で優れた特徴を有しますが、内部の清掃が出来ないなど、主に維持管理面

に課題がありました。

　ハイドロスタッフ工法は、実使用上十分な強度を持つユニット材を千鳥配置で嵌合し、95％以上の

高い空隙率を有する地下貯留浸透空間を形成します。ユニット材はプラスチック製で軽く、人力に

よる運搬及び組立が出来ます。ユニット材自体が嵌合機能を有している為、特殊技能を必要とせず

容易で確実な施工が可能となり、工期の短縮が図れます。流入桝を通過した砂を、水槽内へ流入する

手前で堆積させ、点検孔を通して堆砂の清掃が可能な堆砂抑制システムも有しております。

・95％以上(強化タイプのみ94％以上)の空隙率を有しております。

・実用上必要な耐圧強度と耐久性を有しております。

・ユニット材が軽量で容易に持ち運べ、接合部材を必要としないので施工効率が良くなっております。

・堆砂抑制システムにより、槽内に拡散する土砂の防止、土砂の排出も容易に行えます。

・輸送や保管時は、重ねて収納できるため、高い輸送・保管効率を有します。

・再生ポリプロピレンを主原料として使用することで、環境への負荷を軽減しております。

　校庭や公園等の公共施設、駐車場、宅地、緑地、歩道、これらの類似施設への設置が出来ます。

(車道、急傾斜地は適用範囲外となります、また液状化の可能性がある場合も適用範囲外となります)

　シート構成により、浸透タイプ・貯留タイプの選択が可能となります。

　覆土厚　0.3m～2.6ｍまで　　最大埋設深度　4.8mまで　　

　最大槽幅　144m(覆土厚0.5m時)　最大槽高さ3.96m(10段)まで

　T-25車両活荷重対応(覆土0.5m以上時)　レベル2地震動対応

　官公庁案件　31件　(九州　0件、その他地域　31件)

　民間案件　　 239件(九州　2件、その他地域　237件) 　合計　　　　　 270件

　水戸市100㎜安心プラン　「東町グラウンド」　ハイドロスタッフ採用実績あり

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

ハイドロスタッフ工法技術名称

５．活用実績（2021年度実績）
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６．写真・図・表

図-1 堆砂抑制システム概要図

図-3 ハイドロスタッフ浸透タイプ構成

図-4 ハイドロスタッフ貯留タイプ構成

図-5 ハイドロスタッフ貯留タイプ雨水利用型構成

図-2 堆砂抑制システム断面図

写真-1 ハイドロスタッフ 施工写真 写真-2 ハイドロスタッフ 施工写真
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技 術 概 要 
 

技術名称 

ＳＴＥＰ－ＩＴ工法 

（先端スクリューを用いた静的締固め砂杭 

工法） 

担当部署 日本海工㈱ 技術部 

担当者 菊川 智巳 

NETIS登録番号 ＫＫ－２２００１４－Ａ 電話番号 078-391-1790 

会社名等 日本海工株式会社・株式会社熊谷組 MAIL t_kikugawa@nipponkaiko.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 
緩い砂質地盤に強い地震動が作用すると液状化現象が発生し、建築物や地中構造物な

どに甚大な被害をもたらす。この液状化の発生を防止する工法として、地盤の密度を高
めて強固にする振動式サンドコンパクションパイル工法（以下、SCP工法）が多く採用
されてきた。近年では市街地等での需要に対して、振動・騒音が大きいSCP工法ではな
く、低振動、低騒音でSCP工法と同等の改良効果を有する静的締固め砂杭工法が積極的
に活用されている。 

その一つの工法として、インナースクリューの捻り締固め効果を利用して、締固め砂
杭を低振動、低騒音で施工できるSTEP工法（NETIS：旧KT-040054-V）（以下、既存工
法）を提供してきたが、ケーシングパイプ（以下、CP）内側にインナースクリューを装
備しているため、CP径がφ500mmと大きく、他の類似工法と比較してCPの貫入能力が低
いという課題があった。このため、既存工法の特徴を継承しつつ、CPの貫入能力が向上
する工法の開発に取り組んできた。 
 

２．技術の内容 

 本工法は、クローラ式サンドパイル機をベースマシンとして、振動機に替えてオー

ガマシンを搭載し、その直下にCP（φ400mm）を装備する。CP先端には、締固め砂杭の

造成に必要となる逆テーパー形状の先端スクリューを装備する（図-1参照）。この施

工機を用いて、回転圧入によってCPを所定深度まで貫入した後、規定の長さごとにCP

を引き抜きながら排出した材料を先端スクリューで強制的に下方向へ移動、圧入し、

地盤中にφ700mmに拡径した締固め砂杭（φ700mm）を造成する（図-2,3,6参照）。 

 また、オーガマシンを利用した施工により、低振動・低騒音での施工が実現でき、

市街地や既設構造物近傍での液状化対策等を目的とした地盤改良工事の施工が可能で

ある。 
 

３．技術の効果 

 本工法による改良効果は、SCP工法と同等の改良効果を有している（図-4参照）。特

定建設作業の振動規制基準値75dBに対して、打設位置から離隔距離5mで50dB程度、騒

音規制基準値85dBに対して、離隔距離5mで80dB程度と基準値を下回る施工が可能であ

る（図-5参照）。また、課題であったCPの貫入能力不足は、既存工法と比較して、CP

径の縮小および先端スクリューの装備によって能力が向上した（図-7参照）。 

 

４．技術の適用範囲 

 ・市街地や既設構造物近傍での施工が可能である。 

 ・地表面以下２０ｍ程度の改良が可能である。 

 ・Ｎ値20以下の砂質土地盤、Ｎ値5以下の粘性土地盤での適用が可能である。 

  （さらに、強固な地盤においては、先行削孔等の対策により対応可能） 

 

５．活用実績（2022年10月20日現在） 

 実現場での活用実績なし（性能確認試験：7回） 

 ※STEP工法（既存工法）の活用実績： 

11件（国の機関：3件、自治体：4件、民間：4件） 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 施工機の概要 

 

 

 

                          図-5 振動・騒音レベルの距離減衰図 

                          

 

 

 

 

図-2 締固め砂杭の造成メカニズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 施工手順の模式図          図-6 掘り起こした砂杭の出来形  

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 改良効果（杭間強度の実績）       図-7 本工法と既存工法の貫入軌跡の比較 
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